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■概要■

本編では，オートマトンと形式言語，チューリング機械と計算可能性，及び，計算の複雑

さに関する数理的理論を解説する．これらに関する簡潔な概説を次に述べる．

有限の記憶のみもつ有限オートマトンが受理する言語全体は，正則表現によって表せる正

則言語全体と等しい．プッシュダウンとポップアップによる操作が可能な無限のスタック記

憶をもつプッシュダウンオートマトンが受理する言語全体は，文脈自由文法が生成する文脈

自由言語全体と等しい．チューリング機械によって関数の計算可能性が定義でき，対角線論

法により関数の計算不可能性が証明できる．

計算の複雑さ解析とは，関数の計算にどうしても必要な計算資源の量の解析のことであり，

最も重要な計算資源は，時間，すなわち，計算ステップ数である．明示的な関数に対する多項

式時間での計算が不可能であることの証明は，重要な未解決問題として残っている．一方で，

NP-完全性の理論，効率的近似計算の限界，量子計算などについて重要な解明が進んでいる．

【本編の構成】

1章はオートマトン・形式文法・形式言語に関する概説である．2章では正則言語と各種の

有限オートマトンを扱い，3章では文脈自由言語とプッシュダウンオートマトンを扱う．4章

ではチューリング機械について，万能機械の存在や停止問題の決定不能性について説明する．

5章から 7章は計算の複雑さに関する解説である．5章ではクラス Pとクラス NPなどを

説明し，6章では様々な計算モデルにおける計算複雑さについて解説する．7章では計算複

雑さにおけるいくつかの先端的トピックについて説明する．
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